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yusuke@ganpon.net

●Ｓ55年3月5日、大手前病院生誕

●きよし幼稚園、山田東小、山田中を経て

　近大附属高校卒。ユンゲバウムに学ぶ

　立命館大学法学部卒業

●Ｈ18年9月　株式会社パソナ　退社

●Ｈ19年4月　枚方市議会議員選挙

　2,162票を頂戴するも、次々点にて惜敗。

●Ｈ22年3月

　大阪ガスセキュリティサービス退社

　現在、牧野在住。子育て奮闘中。

NPO活動支援（青少年育成・食育推進）、

枚方青年会議所、介護ボランティア、農業

の勉強と充実した日々を過ごしております。

●●●●尊敬尊敬尊敬尊敬するするするする人人人人：：：：両親両親両親両親

●●●●座右座右座右座右のののの銘銘銘銘：：：：修身 斉家 治国 平天下修身 斉家 治国 平天下修身 斉家 治国 平天下修身 斉家 治国 平天下

●●●●好好好好きなきなきなきな食物食物食物食物：：：：カレーライス カレーライス カレーライス カレーライス 

家族構成家族構成家族構成家族構成：：：：妻一人 娘一人妻一人 娘一人妻一人 娘一人妻一人 娘一人（（（（3333才才才才））））

プロフィール

今後もPRESS YUSUKE IWAMOTOを発行・お届けして参ります。ご期待ください。ご意見・ご感想お待ちしています。

www.ganpon.net

●●●●次世代にツケを残さない財政健全化・自然環境保護、福祉の財源確保次世代にツケを残さない財政健全化・自然環境保護、福祉の財源確保次世代にツケを残さない財政健全化・自然環境保護、福祉の財源確保次世代にツケを残さない財政健全化・自然環境保護、福祉の財源確保
　　　　　　　　⇒民間委託の推進、著名人へのふるさと寄付推進

　　⇒ＮＰＯ支援、環境啓発教育の推進、就農・営農支援

●●●●未来に希望を持てる、社会を生き抜く子どもを育成未来に希望を持てる、社会を生き抜く子どもを育成未来に希望を持てる、社会を生き抜く子どもを育成未来に希望を持てる、社会を生き抜く子どもを育成
　　⇒キャリア職業教育の充実、自然とふれあう”いのち”の大切さを教える

　　⇒親学（家庭教育）推進　　⇒親学（家庭教育）推進　　⇒親学（家庭教育）推進　　⇒親学（家庭教育）推進

　　⇒土曜日学校、地域コミュニティの共育支援

●●●●若者世代・子育て世代の積極的誘致若者世代・子育て世代の積極的誘致若者世代・子育て世代の積極的誘致若者世代・子育て世代の積極的誘致
　　⇒病児保育の併設支援・拡充、地元雇用の確保

●●●●高齢社会を前提としたまちづくり高齢社会を前提としたまちづくり高齢社会を前提としたまちづくり高齢社会を前提としたまちづくり
　　⇒介護予防の積極的啓発

　　⇒段差解消・ゆったりした歩道・大きな文字などのＵＤ推進

ひとりでは　何も出来ない。

しかし、一人が始めなければ何もはじまらない

そのひとりになりたいのです。

若さだけで何でもできるとは思いません。

何とぞ、お力をお貸しください。

皆様皆様皆様皆様とのとのとのとの対話対話対話対話がががが私私私私にとってにとってにとってにとって原点原点原点原点、、、、原動原動原動原動

力力力力ですですですです。。。。ごごごご連絡連絡連絡連絡おおおお待待待待ちしておりますちしておりますちしておりますちしております！！！！

070-6654-6679

□岩本の話が聞きたい

□知人を紹介します

□ボランティアします

□カンパします

　昨年の枚方市を振り返り、紹介します。平成23年はどんな年にしますか？
★１月 成人祭「はたちのつどい」。4,256人が新成人。成人式大賞受賞
★２月 「名誉市民・森繁久彌さんを偲ぶ会」市民ら約1,200人が集う
★３月
▼ 第二京阪道路が全線開通し、京都・大阪へのアクセスが向上
▼ 市民病院の建て替えに向けて、基本設計が完了
▼ 温暖化防止の取組推進「枚方市グリーンニューディール基金」創設
★４月
▼ 市役所前の岡東中央公園が人が集う明るい公園リニューアル
▼ 印田町ふれあい公園、九頭神廃寺史跡公園がオープン
▼ 各人が個性を発揮できる社会を目指し「男女共同参画推進条例」施行
★５月
▼ 市立枚方市民病院開設60周年記念シンポジウムを開催
▼ 花と音楽にあふれた結婚式「ひら婚♪」をひらかたパークで開催
★６月 地域の公益的活動などに、市の公用車貸し出しの試行を開始
★７月 北河内７市が一斉に「七夕ライトダウン」を実施
★８月 「友好都市サミット」を沖縄県名護市で開催
★９月 枚方市「事業仕分け」で、外部の仕分け人が36事業を評価
★１０月
▼ 生後～４ヵ月の乳児の全家庭を訪問「こんにちは赤ちゃん事業」開始
▼ 地域経済活性化と市民生活向上に向け「産業振興基本条例」施行
▼ 東部地域の主要駅・長尾駅前広場の整備工事に着手
★１１月
▼ 北河内夜間救急センターが保健センター内に移設
▼ 「枚方ブランドキックオフシンポジウム」を開催
▼ 枚方の新鮮野菜・こだわり商品を販売する「マルシェ・ひらかた」初開催
▼ 枚方アート発信の拠点・市民ギャラリー開館30年、12月記念展開催
★１２月　枚方公園青少年センターの開館日・開館時間を拡大

　　　※枚方市広報　平成23年1月号より抜粋・一部編集

枚方市の平成22年を振り返る 岩本ゆうすけは訴えます


